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第５・６学年 算数科学習指導案 

日 時：令和３年１０月２９日（金） ５校時 

場 所：５・６年教室 

児 童：第５学年 ５名（男子４名 女子１名） 

    第６学年 ８名（男子４名 女子４名） 

指導者：藤原 正臣 

１ 単元名 

５学年 ６学年 

比べ方を考えよう⑴ 

（東京書籍「新しい算数５下」） 

比例の関係をくわしく調べよう 

（東京書籍「新しい算数６ 数学へジャンプ！」） 

 

２ 内容のまとまり 

５学年 ６学年 

Ｃ 変化と関係 ⑵異種の二つの量の割合 

ア 知識及び技能（ア） 

（ア） 速さなど単位量当たりの大きさの意

味及び表し方について理解し，それを求

めること。 

イ 思考力・判断力・表現力等（ア） 

（ア） 異種の二つの量の割合として捉えら

れる数量の関係に着目し，目的に応じて

大きさを比べたり表現したりする方法

を考察し，それらを日常生活に生かすこ

と。 

Ｃ 変化と関係 ⑴比例 

ア 知識及び技能（ア）（イ）（ウ） 

（ア） 比例の関係の意味や性質を理解する

こと。 

（イ） 比例の関係を用いた問題解決の方法

について知ること。 

（ウ） 反比例の関係について知ること。 

イ 思考力・判断力・表現力等（ア） 

（ア） 伴って変わる二つの数量の関係を見

いだして，それらの関係に着目し，目的

に応じて表や式，グラフを用いてそれら

の関係を表現して，変化や対応の特徴を

見いだすとともに，それらを日常生活に

生かすこと。 

 

３ 単元の目標 

５学年 ６学年 

⑴ 速さなど単位量当たりの大きさの意味及び

表し方について理解し，それを求めることがで

きる。 

【知識及び技能】 

⑴ 比例の関係の意味や性質を理解している。ま

た，比例の関係を用いた問題解決の方法や反比

例の関係について知っている。 

【知識及び技能】 

⑵ 異種の二つの量の割合として捉えられる数

量の関係に着目し，目的に応じて大きさを比べ

たり表現したりする方法を考察し，それらを日

常生活に生かしている。 

 

【思考力，判断力，表現力等】 

⑵ 伴って変わる二つの数量を見いだして，それ

らの関係に着目し，目的に応じて表や式，グラ

フを用いてそれらの関係を表現して，変化や対

応の特徴を見いだしているとともに，それらを

日常生活に生かしている。 

【思考力，判断力，表現力等】 

⑶ 異種の二つの量の割合として捉えられる数

量について，数学的に表現・処理したことを振

り返り，多面的に捉え検討してよりよものを求

めて粘り強く考えたり，数学のよさに気付き学

習したことを生活や学習に活用しようとした

りしている。 

【学びに向かう，人間性等】 

⑶ 伴って変わる二つの数量について，数学的に

表現・処理したことを振り返り，多面的に捉え

検討してよりよいものを求めて粘り強く考え

たり，数学のよさに気付き学習したことを生活

や学習に活用しようとしたりしている。 

 

【学びに向かう，人間性等】 
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４ 単元について 

５学年 ６学年 

⑴ 児童について 

基本的な量として，長さ，重さ，時間のほかに，

広さ，かさ，角の大きさがある。児童は，それら

の量の大きさの比べ方を見いだしたり，目的に応

じた単位で量の大きさを的確に表現したり比べ

たりすることを学習してきている。 

⑵ 教材について 

本教材は，これまでに学習した量のほかに，異

種の二つの量の割合として捉えられる数量があ

ることを学習する。異種の二つの量の割合として

捉えられる数量の比べ方や表し方について理解

し，その数量を求めるとともに，目的に応じて大

きさを比べたり表現したりする方法を日常生活

に生かすことができるようにすることを主なね

らいとしている。 

⑶ 指導について 

児童に単位量当たりの大きさについて確実に

理解させるために，「二つの量の関係に着目し，

単位量当たりの大きさを使った比べ方を考える」

ことを重視しながら指導したい。 

⑷ 研究との関わり 

手立て１ 子どもの問い（課題）を引き出す問題

と課題解決の見通しを共有する活動の設定 

 混み具合や速さの小単元の導入では，一つの量

だけでは比較することができない事象として問

題を提示する。このような場合，どのようにする

と比べることができるのか問いを引き出したい。

また，２量の関係に着目し，「一方がそろってい

ると比べられるが，どちらもそろっていないと比

べることができない」という問いを引き出するた

めに，比べる値を意図的に順に提示しながら問題

を把握できるようにしていきたい。そして，一方

をそろえて比較していけばよいという見通しを

共有したい。 

手立て２ 『数学的な見方・考え方』を働かせ，

根拠を基にして筋道立てて考察する活動の設定 

 単元を通して，働かせたい「数学的な見方・考

え方」は，「異種の二つの量の割合として捉えら

れる数量の関係に着目し，根拠を基に筋道立てて

考えたり，統合的・発展的に考えたりすること」 

「ある二つの数量の関係と別に二つの数量の関

係を比べること」「二つの数量の関係の考察を日

常生活に生かすこと」である。 

 異種の二つの量の割合として捉えられる量を，

どのようにすると比べることができるか，どのよ

うにして数値化したらよいかについて考察して

いく。その際，平均の考えを基にして，二つの数

量の間に比例関係があることを前提として解決

していく。三者以上を比べる場合での効率性やい

つでも比べられるという一般性から，単位量当た

りの大きさで比べるよさについて理解できるよ

⑴ 児童について 

第５学年では，簡単な場合についての比例の関

係を知るとともに，伴って変わる二つの数量につ

いて，それらの関係に着目し，表や式を用いて，

変化や対応の特徴を考察することを学習してき

ている。 

⑵ 教材について 

本教材は，比例の関係の意味や性質，比例の関

係を用いた問題解決の方法，反比例について知る

とともに，日常生活において，伴って変わる二つ

の数量を見いだし，それらの関係に着目し，目的

に応じて表や式，グラフを用いて変化や対応の特

徴を考察し，問題を解決する力を伸ばしていくこ

とをねらいとしている。 

⑶ 指導について 

 児童に比例と反比例についての理解を深めさ

せるために，「数量の関係に着目し，比例を反比

例と関係づける」ことを重視しながら指導した

い。 

⑷ 研究との関わり 

手立て１ 子どもの問い（課題）を引き出す問題

と課題解決の見通しを共有する活動の設定 

 比例や反比例の小単元の導入では，単元全体を

通して，直方体の水槽に水を入れる場面を扱って

いる。教科書では，はじめから，水を入れる時間

と水の深さが比例しているという前提で問題を

提示しているが，水を入れる時間と水の深さの間

にどんな関係があるのか調べるという目的意識

をもって問題解決を図っていくことができるよ

うにし，児童の問いを引き出したい。また，調べ

ていく際には，表に整理することで，比例の関係

についての変化や対応の規則性が捉えやすくな

るため，基本的な表現や考察の手段である表を用

いて表していけばよいという見通しを共有した

い。 

手立て２ 『数学的な見方・考え方』を働かせ，

根拠を基にして筋道立てて考察する活動の設定 

 単元を通して，働かせたい「数学的な見方・考

え方」は，「伴って変わる二つの数量の関係に着

目し，根拠を基に筋道立てて考えたり，統合的・

発展的に考えたりすること」「伴って変わる二つ

の数量の変化や対応の特徴を考察すること」「二

つの数量の関係の考察を日常生活に生かすこと」

である。 

 見いだした数量との比例の関係を用いて問題

を解決する上で，表，式，グラフを用いてその関

係を表現し，変化や対応の特徴を考察していく。

調べたい数量に関係する他の数量が，比例の関係

にあるとみてよいかどうか確認したり，比例の関

係にあるとみることのできる数量として，幾つか
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うにしたい。また，単位量当たりの考えを理解で

きるようにするために，数直線図を活用して解決

していく。さらに，速さであれば，単に公式を覚

えるのではなく，比例関係を使った問題解決の仕

方を説明するなど，これまで学習してきた内容を

活用しながら，単位量当たりの考えをより深く理

解できるようにしたい。 

手立て３ 自分の高まりや学習の価値を振り返

る活動の設定 

 自分たちの住んでいる岩手県や九戸村の「人口

密度」を調べたり，身の回りで単位量当たりの大

きさを活用している場面を見つけたりするなど，

日常の事象の解決に活用することができる資

質・能力を育成することで，自分の高まりや学習

の価値を振り返りたい。 

の候補がある場合，どの数量に着目するかを，目

的や状況を考えながら判断し，選択したりするこ

とができるようにしていきたい。また，比例の関

係を用いると能率よく問題を解決できる場面が

日常生活に様々あることを取り上げ，積極的に比

例の関係を生かしていこうとする態度を養って

いきたい。 

手立て３ 自分の高まりや学習の価値を振り返

る活動の設定 

 比例の関係について変化や対応の特徴を見い

だすための数学的表現として用いる表，式，グラ

フには，それぞれの数学的表現の特徴やよさがあ

る。表は，変化と対応の規則性が捉えやすくなる

こと，式は，対応における規則性が簡潔・明瞭に

示され，計算によって知りたい数量が求めやすく

なること，グラフはおよその数量の関係を把握し

やすくなったり，見通しをもちやすくなったりす

ることが挙げられる。その特徴やよさに気付くこ

とができるようにするために，目的に応じて，適

切な表現を選択して，変化や対応の特徴を考察し

ていくようにすることで，自分の高まりや学習の

価値を振り返りたい。 

 

５ 単元の評価規準 

 ５学年 ６学年 

知 

・ 

技 

①異種の二つの量の割合として捉えられる数

量について，その比べ方や表し方について理

解している。 

②単位量当たりの大きさについて理解してい

る。 

③異種の二つの量の割合で捉えられる速さや

人口密度などを比べたり表したりすること

ができる。 

①比例の意味として，二つの数量Ａ，Ｂがあり，

一方の数量が２倍，３倍，４倍，…と変化す

るのに伴って，他方の数量も２倍，３倍，４

倍，…変化し，一方が，
１

２
，
１

３
，
１

４
，…と変

化するのに伴って，他方も，
１

２
，
１

３
，
１

４
，…

と変化することを理解している。 

②二つの数量の対応している値の商に着目す

ると，それがどこも一定になっていることを

理解している。 

③比例の関係を表す式が，ｙ＝（決まった数）

×ｘという形で表されることや，グラフが原

点を通る直線として表されることを理解し

ている。 

④比例の関係を利用することで，手際よく問題

を解決できる場合があることや，比例の関係

を用いて問題を解決していく方法を知って

いる。 

⑤反比例の意味として，比例の場合に対応し

て，二つの数量Ａ，Ｂがあり，一方の数量が

２倍，３倍，４倍，…と変化するのに伴って，

他方の数量は
１

２
，
１

３
，
１

４
，…と変化し，一方

が，
１

２
，
１

３
，
１

４
，…と変化するのに伴って，

他方は，２倍，３倍，４倍，…と変化するこ

とを知っている。 
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⑥二つの数量の対応している値の積に着目す

ると，それがどこも一定になっているという

ことを知っている。 

⑦反比例の関係を表す式が，ｘ×ｙ＝（決まっ

た数）という形で表されることや，グラフに

ついて，比例のグラフとの違いを知ってい

る。 

思 

・ 

判 

・ 

表 

①異種の二つの量の割合として捉えられる数

量の関係に着目し，目的に応じた，大きさの

比べ方や表し方を考えている。 

②日常生活の問題（活用問題）を，単位量当た

りの大きさを活用して解決している。 

①伴って変わる二つの数量について，比例の関

係にある数量を見いだしている。 

②比例の関係を用いて問題を解決する際に，目

的に応じて，式，表，グラフなどの適切な表

現を選択して，変化や対応の特徴を見いだし

ている。 

③日常生活や算数の学習などの比例が活用で

きる場面において，比例の関係を生かして問

題を解決している。 

④比例を用いた問題解決の方法や結果を評価

し，必要に応じて，目的により適したものに

改善している。 

態 

度 

①異種の二つの量の割合として捉えられる数

量の関係に着目し，単位量当たりの大きさを

用いて比べることのよさに気付き，学習した

ことを生活や学習に活用しようとしている。 

②単位量当たりの大きさを活用できる場面を

身の回りから見付けようとしている。 

①生活や学習に，比例が活用できる場面を見付

け，能率のよい処理の仕方を求め，積極的に

比例の関係を生かしていこうとしている。 

②目的に応じて適切な表現を用いるなど，式，

表，グラフの表現の特徴やそのよさに気付い

ている。 

③問題解決の方法や結果を評価し，必要に応じ

て，目的により適したものに改善していこう

としている。 

 

６ 指導と評価の計画 

【５学年：全１２時間】 

時 ねらい 研究との関わり 
評価規準・評価方法等 

知 思 態 

１ 

・ 

２ 

 面積，匹数が異なる場合の混み具合の比べ方

を理解し，比べることができる。 

手立て１  手立て２ 

・知①② 

ノート分析 

・思① 

行動観察 

ノート分析 

 

３ 
 「人口密度」の意味とその求め方を理解する。 

手立て３ 

・知③ 

ノート分析 

  

４ 

 単位量当たりの大きさを用いて，問題を解決

する。 

手立て２ 

・知③ 

ノート分析 

 ・態① 

ノート分析 

５ 

 速さは単位量当たりの大きさの考えを用い

て表せることを図や式を用いて考え，説明する

ことができる。 

手立て１ 

・知① 

ノート分析 

・思① 

行動観察 

ノート分析 

 

６ 

 速さを求める公式を理解し，それを適用して

速さを求めることができる。 

      手立て２ 

・知② 

行動観察 

ノート分析 

  

７ 

時速，分速，秒速の意味を理解する。 

      手立て２ 

・知② 

行動観察 

ノート分析 
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８ 

 道のりを求める公式を理解し，それを適用し

て道のりを求めることができる。 

      手立て２ 

・知② 

行動観察 

ノート分析 

  

９ 
本時 

 速さと道のりから時間を求める方法につい

て考え，説明することができる。 

手立て２ 

 〇思① 

行動観察 

ノート分析 

〇態① 

ノート分析 

１０ 

単元の学習の活用を通して事象を数理的に

捉え論理的に考察し，問題を解決する。 

手立て３ 

 〇思② 

行動観察 

ノート分析 

〇態② 

ノート分析 

１１ 

 学習内容の定着を確認するとともに，数学的

な見方・考え方を振り返り価値づける。 

            手立て３ 

・知①②③ 

ノート分析 

  

１２ 

 学習内容の定着を確認する。 〇知①②③ 

ペーパー 

テスト 

〇思① 

ペーパー 

テスト 

 

【６学年：全１６時間】 

時 ねらい 研究との関わり 
評価規準・評価方法等 

知 思 態 

１ 

 比例の性質について理解する。 

手立て１ 

 ・思① 

行動観察 

ノート分析 

 

・態① 

ノート分析 

２ 

 比例の性質について理解を深め，まとめる。 

手立て２ 

・知① 

行動観察 

ノート分析 

  

３ 

・ 

４ 

 ｙがｘに比例するとき，ｙ＝決まった数×ｘ

と表せることを理解し，比例の関係を式に表す

ことができる。 

手立て２  手立て３ 

・知②③ 

行動観察 

ノート分析 

  

５ 

・ 

６ 

 比例の関係をグラフに表して考察すること

ができ，比例のグラフの特徴を理解する。 

手立て２  手立て３ 

・知③ 

行動観察 

ノート分析 

〇思② 

行動観察 

ノート分析 

・態② 

ノート分析 

７ 

 比例のグラフを考察することを通して，比例

のグラフについて理解を深める。 

手立て２ 

・知③ 

行動観察 

ノート分析 

  

８ 
本時 

・ 

９ 

 比例の関係を活用した問題解決の方法を考

え，表や式を用いて説明することができる。 

手立て２  手立て３ 

・知④ 

ノート分析 

〇思③ 

行動観察 

ノート分析 

〇態① 

ノート分析 

１０ 

 学習内容を適用して問題を解決する。 

      手立て２ 

 〇思④ 

行動観察 

ノート分析 

〇態③ 

ノート分析 

１１ 

 反比例の意味について理解する。 

手立て１ 

・知⑤ 

行動観察 

ノート分析 

  

１２ 

 反比例の性質について理解する。 

手立て２ 

・知⑤ 

行動観察 

ノート分析 

  

１３ 

 ｙがｘに反比例するとき，ｙ＝決まった数÷

ｘと表せることを理解し，反比例の関係を式に

表すことができる。 

      手立て２ 

・知⑥ 

行動観察 

ノート分析 
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１４ 

 反比例の関係をグラフに表して考察するこ

とができ，反比例のグラフの特徴を理解する。 

手立て３ 

・知⑦ 

ノート分析 

 〇態② 

ノート分析 

１５ 

 学習内容の定着を確認するとともに，数学的

な見方・考え方を振り返り価値づける。 

手立て３ 

・知①～⑦ 

ノート分析 

 

  

１６ 

 学習内容の定着を確認する。 〇知①～⑦ 

ペーパー 

テスト 

  

 

７ 本時の指導 

⑴ 目 標 

５学年 ６学年 

【数学的な見方・考え方を働かせ】 

異種の二つの量の割合として捉えられる数量の

関係（速さ・道のり・時間）に着目し， 

【数学的活動を通して】 

分かっている二つの量を表した数直線図や残り

の量を求める式を比較して統合的に考える活動

を通して， 

【数学的に考える資質・能力を育成する】 

時間を求める場合も，速さ・道のり・時間の三つ

の量の関係が変わらないことから，これまで学習

してきた公式や数直線図を活用すれば求められ

ることを説明することができる。（思考・判断・

表現） 

【数学的な見方・考え方を働かせ】 

伴って変わる二つの数量（枚数と重さ・枚数と厚

さ）を見いだし，それらの関係に着目し， 

【数学的活動を通して】 

表や式を用いて比例の関係を表現して，変化や対

応の特徴を考察する活動を通して， 

【数学的に考える資質・能力を育成する】 

比例の関係を用いた問題解決の方法を日常生活

に生かすことができる。（思考・判断・表現） 

⑵ 研究との関わり（本時の指導に関わって） 

５学年 ６学年 

手立て２ 『数学的な見方・考え方』を働かせ，

根拠を基にして筋道立てて考察する活動の設定 

 本時で働かせたい「数学的な見方・考え方」は，

異種の二つの量の割合として捉えられる数量の

関係（速さ・道のり・時間）に着目することであ

る。また，分かっている二つの量を表した数直線

図や残りの量を求める式を比較することで，速さ

や道のり，時間を求める方法を統合的に考えるこ

とである。 

前時までに道のりや速さを求める方法を数直

線図や式を通して明らかにしている。本時で解決

した時間を求める方法の中で表した数直線図や

式とこれまでの数直線図や式と比較して，速さ・

道のり・時間がどんな関係になっているのか考え

る関わり合いを設定することで，速さ・道のり・

時間の三つの数量の関係が変わらないこと，公式

を１つにまとめてみることができること，特に，

比の第２用法（Ａ＝Ｂ×Ｐ※数量ＡとＢについ

て，ＡのＢに対する割合をＰとしたとき，割合に

当たる量を求める計算）に帰着させてから解決す

るとどの場合でも立式しやすいことに気付かせ

たい。 

手立て２ 『数学的な見方・考え方』を働かせ，

根拠を基にして筋道立てて考察する活動の設定 

 本時で働かせたい「数学的な見方・考え方」は，

伴って変わる二つの数量（枚数と重さ・枚数と厚

さ）を見いだし，それらの関係に着目することで

ある。また，表や式を用いて比例の関係を表現し

て，変化や対応の特徴を考察することである。 

 導入で枚数に伴って変わる数量を見いだす活

動を行う。実物を提示することで，重さや厚さに

着目できるようにしていく。そして，枚数と重さ

（厚さ）が比例しているのではないかと予想を

し，表に整理していくことで，枚数と重さ（厚さ）

が比例していることを見いだしたい。また，１枚

では，正確に重さなどを計測することができない

ことから，１０枚ずつ測定していったらよいので

はないかという考えをこれまでの比例の学習を

想起することで引き出したい。 

 考えを発表し合う場面では，導入で整理した表

を基に自力解決した考えを検討していく。表をど

のように見たのか（変化の特徴※横に見たのか，

対応の特徴※縦に見たのか），なぜそのような式

になったのかを説明し，どのように画用紙の枚数

を求めたのか明らかにしていきたい。 



５・６年－７ 

 

⑶ 展 開 

５学年 ６学年 

指導上の留意点 

◆研究の重点 
学習活動 

直 直 
学習活動 

指導上の留意点 

◆研究の重点 間 間 

・前時のふり返りで

次時はまだ求め

ていない時間を

求めることにな

りそうだという

ことを明確にし

ておき，本時の問

題へとつなげる。 

 

・問題から分かって

いることを整理

し，求めることを

明らかにしてか

ら，問題の続きを

提示する。 

①問題をとらえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

間

接

指

導 

３

分 

直

接

指

導 

１

３

分 

①問題をとらえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆手立て２ 枚数

に伴って変わる数

量を見いだし，その

数量が比例の関係

にあるのかを表に

整理して調べる関

わり合いの場を設

定し，枚数と重さが

比例していること

を明らかにする。 

・実物の画用紙を用

意することで，比

例の関係にある

重さや厚さに着

目できるように

する。 

・どのようなことが

分かれば問題を

解決できるかを

問うことで，問題

解決の見通しに

つなげる。 

 

 

 

 

 

 

・前時までの問題と

比較することで，

本時の課題を明

確にする。 

②学習課題を設定

する。 

 

 

 

 

 

 

直

接

指

導

２

分 

直

接

指

導

２

分 

②学習課題を設定

する。 

・枚数と重さが比例

の関係あること

を利用すること

で問題を解決し

ていくことに焦

点化していく。 

 

 

・解決方法について

は，これまでの学

習の流れから数

直線図を使って，

比例の関係を利

用する児童が多

いと思われるの

で，自由に取り組

むように促す。 

 

 

③自力解決をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

間

接

指

導 

１

０

分 

間

接

指

導

５

分 

③自力解決をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・問題をとらえる場

面で用いた考え

を基に取り組む

ように促す。 

・グループごとにノ

ートや黒板に考

えをまとめるよ

うにする。 

 

 

 

 比例の関係

を使えば，画用

紙の枚数を求

めることがで

きるだろうか。 

 台風が２５㎞

で進んでいま

す。 

 台風が福島県

から九戸村まで

４００㎞進みま

す。 

 どれぐらいで

台風が来るか

な？ 

画用紙がた

くさんありま

す。 

１枚ずつ最

後まで数えず

に何枚あるか

を調べる方法

を考えましょ

う。 

 速さと道のり

から，時間を求

める方法を考え

よう。 

①活動  

思・判・表 

【行動観察】 

【ノート分析】 

枚数と重さ 

①１枚の重さを

求める方法 

②比例の性質を

使う方法 

③決まった数を

求める方法 



５・６年－８ 

 

・速さと道のりの関

係を表した数直

線図を基に，時間

を求める式の根

拠を明らかにし

て説明するよう

にする。 

④解決方法を発表

し合う。 

 

 

 

 

 

 

・時間を求める方法

を言葉で表す。 

 

 

 

⑤課題についてま

とめる。 

 

 

 

直

接

指

導 

５

分 

直

接

指

導 

１

０

分 

④解決方法を発表

し合う。 

 

◆手立て２ 問題

を解決するため

に，表をどのよう

に見たのか，ま

た，なぜそのよう

な式になったの

か説明する関わ

り合いの場を設

定し，どのように

画用紙の枚数を

求めたのか明ら

かにする。 

・１枚当たりの重さ

で考えた方法（単

位量当たりの大

きさ）も取り上

げ，これまで学習

してきた内容も，

比例の関係を前

提においている

ことを確認し，比

例の見方で見直

す機会としたい。 

・本時の問題をこれ

まで学習してき

た速さや道のり

を求める問題に

変え，数直線図を

使って立式して

求める。（速さや

道のりを□とし

て求める問題に

変える） 

⑥速さの学習を振

り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

間

接

指

導

１

０

分 

直

接

指

導

５

分 

⑤課題についてま

とめる。 

・実際に，重さから

用意した画用紙

を数えてみるこ

とで，比例の関係

を使うことのよ

さを実感できる

ようにする。 

◆手立て２ 数直

線図や式を比較

して速さ，道の

り，時間を求める

式がどんな関係

になっているの

かを考える関わ

り合いを設定し，

時間の求め方が

これまで学習し

てきた公式でも

求められること

を明らかにする。 

⑦速さ，道のり，時

間を求める式が

どんな関係にな

っているのかを

考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

直

接

指

導

１

５

分 

間

接

指

導 

１

０

分 

⑥重さ以外の数量

を使って，枚数を

調べることがで

きないか考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・重さと同じよう

に，１０枚，２０

枚，３０枚の厚さ

を実測し，その値

から同じような

考え方が使える

のか確かめる。 

 

 

 

 

 

 

 画用紙の枚数

は，重さに比例す

ることを利用す

ると，数えなくて

もおよその枚数

を求めることが

できる。 

時間＝道のり

÷速さ 

③活動  

思・判・表 

【行動観察】 

【ノート分析】 

枚数と厚さ 

①１枚の厚さを

求める方法 

②比例の性質を

使う方法 

③決まった数を

求める方法 

⑥活動  

思・判・表 

【行動観察】 

【ノート分析】 



５・６年－９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧速さの学習につ

いてまとめる。 

 

 

 

 

 

・重さと同様に，実

際に，厚さから用

意した画用紙を

数えてみること

で，比例の関係を

使うことのよさ

を実感できるよ

うにする。 

⑷ 児童の学習状況とノート例 

【５学年】 

 児童の学習状況 ノート例 

「おおむね満

足できる」状況 

 速さを求める問題，道のりを求める問

題，時間を求める問題のそれぞれの数直線

図や式を比べてどんな関係になっている

か考える際に，速さ，道のり，時間の３つ

の量の関係が変わらないことを捉え，ノー

トに書いたり，発言したりしている。 

例：速さを求める問題，道のりを求める問

題，時間を求める問題を表したそれぞ

れの数直線図を比べて，求める□の位

置が変わっているだけで，３つの量の

関係は変わらないことを表している。 

 「十分満足で

きる」状況 

速さ，道のり，時間の３つの量の関係が

変わらないことを捉え，数直線図から表し

た式が，どれも道のり＝速さ×時間を基に

していることをノートに書いたり，発言し

たりしている。 

例：速さを求める問題，道のりを求める問

題，時間を求める問題を表したそれぞ

れの数直線図から，式を表現した際

に，どれも道のり＝速さ×時間のかけ

算から求めていることに気付き，表し

ている。 

 

【６学年】 

 児童の学習状況 ノート例 

「おおむね満

足できる」状況 

 画用紙の枚数に伴って変わる数量（重

さ・厚さ）を見いだし，それらの関係を比

例としてみることができる。また，比例の

関係を表した表や式を基に，変化の特徴か

ら考察し，比例の関係を用いて問題解決し

ている。 

例：画用紙の枚数と重さ（厚さ）が比例の

関係にあることを見いだして，表に表

している。また，表を横に見て，比例

の関係を用いて求めている。 

 「十分満足で

きる」状況 

画用紙の枚数に伴って変わる数量（重

さ・厚さ）を見いだし，それらの関係を比

例としてみることができる。また，比例の

関係を表した表や式を基に，変化の特徴だ

けでなく，対応の特徴からも比例の関係を

用いて問題解決している。 

例：画用紙の枚数と重さ（厚さ）が比例の

関係にあることを見いだして，表に表

している。また，表を横に見るだけで

なく，縦に見て，比例の関係を用いて

式に表して求めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 速さ・道のり・時間

の３つの量の関係は変

わらないから，求める

ところを□として，数

直線図に表して，比例

の関係を使えば求める

ことができる。 

道のり＝速さ×時間

で考えていくと分かり

やすい。 

⑦活動  

思・判・表 

【行動観察】 

【ノート分析】 



５・６年－１０ 

 

８ 本時の板書 

５年生 

 

 

６年生 

 


